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資料２６ 
 

情報公開･個人情報保護審議会 諮問・報告事項 
 

 

件

名 
特別区職員共同研修情報システムに係る通信回線の変更について 

 

 

内容は別紙のとおり 

 

 

条例の根拠 

 

【諮問】 

第17条第１項第4号（外部電子計算機との結合に係る重要な変更） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（担当部課：総務部人材育成等担当課） 
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事業の概要 

事業名  特別区職員共同研修情報システム 

担当課 人材育成等担当課 

目 的 研修生推薦・受入れ事務の効率化と帳票の紛失等の未然防止のため、特別区職員

研修所が実施する共同研修に参加する研修生情報を、通信回線を用いて新宿区のパ

ソコンと特別区職員研修所の特別区職員共同研修情報システムとを結合して送受

信する。 

対象者 全職員（常勤職員・再任用職員） 

事業内容 【現状】 

 (1) 特別区職員研修所が実施する共同研修を受講する区職員の研修生データを、

区の職員情報システムを用いて必要な項目を抽出し、ＣＳＶデータ形式でＦＤ

に書き出す。 

(2) ＦＤに記録した研修生データを、区スタンドアロンパソコンと特別区職員研

修所の共同研修情報システムとを公衆回線（ＩＳＤＮ回線）で結合し、送受信

する。 

※ 平成１２年度第９回新宿区公文書公開・個人情報保護審議会承認事項「特別

区職員共同研修情報システムとの結合について」参照 

【変更後】 

 (1)  変更なし 

(2)  ＦＤに記録した研修生データを、区イントラネットパソコン（多機能パ

ソコン）と新しい特別区職員研修所の共同研修情報システムとをインター

ネット回線で結合し、送受信する。なお、当該送受信においては、ＳＳＬ

通信を採用するものとする（資料２６－１参照）。 

 

【対象者数】（24年4月1日現在） 

2,997名（常勤職員 2,735名、再任用職員 262名） 
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別紙（電子計算機の外部結合関係） 

◇１．外部との結合（第17条第1項第4号関係）・・・諮問事項 

 

件名 特別区職員共同研修情報システムに係る通信回線の変更について 

 

保有課（担当課） 人材育成等担当課 

登録業務の名称 人事管理 

結合される情報項目（だ
れの、どのような項目か） 

①区名 
②漢字氏名 
③カナ氏名 
④性別 
⑤所属 
⑥役職 
⑦職務 
⑧経験年数 
⑨特記事項（駐車場利用等） 
【補足】平成１２年度第９回新宿区公文書公開・個人情報保護審議会承認事

項「特別区職員共同研修情報システムとの結合について」中「個人情報
の項目」に一部誤記があった。上記項目のうち①「区名」は当初から送
受信項目であったが記載が漏れていた。また、⑥「役職」及び⑦「職務」
は、上記審議会での承認時には、それぞれ「職層」及び「職種」となっ
ていたが、正しい表記とするため、項目名を修正する。なお、上記審議
会での承認項目のうち、「年齢」は、項目名から削除する。 

結合の相手方 特別区職員研修所 

結合する理由 

 研修生推薦・受入れ事務の効率化と帳票の紛失等の未然防止のため、特別
区職員研修所が実施する共同研修に参加する研修生情報を、通信回線を用い
て新宿区のパソコンと特別区職員研修所の特別区職員共同研修情報システム
とを結合して送受信する必要があるため 
【変更理由】 
特別区職員研修所の共同研修情報システムの更新に伴い、現在の通信手段

であるＩＳＤＮ回線による通信に対応できなくなるため、結合に当たっての
通信回線をインターネット回線に変更し、区のイントラネットパソコン（多
機能パソコン）を通じてインターネットに接続し送受信する。 

結合の形態 別添資料（データ送受信の流れ）のとおり 

結合の開始時期と期間 【変更】平成２４年８月１日から（以降継続） 

情報保護対策 

① 区、特別区職員研修所の双方のシステムにおいて、インターネットとの
接続の出入口にファイアウォールを設置し、不正アクセスを遮断する。 

② 特別区職員研修所の特別区職員共同研修情報システムのウェブサーバへ
のアクセス制限（ＩＤ・パスワードによる制限、固定ＩＰアドレスによる
アクセス権限の排他管理）を行う。区ではパスワードの定期的な変更を行
う。 

③ インターネット接続時におけるＳＳＬ通信による通信経路上のデータを
暗号化する。 

④ 特別区職員共同研修情報システムのウェブサーバでは、データを区、特
別区職員研修所による取り込み（ダウンロード）後、サーバ上から当該デ
ータを削除する。 

 


